
 

 

山
田
孝
雄
博
士
が
母
に
捧
げ
た
「
誄
詞
」
に
関
す
る
一
考
察 
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文
化
勲
章
受
章
者
で
あ
る
山
田
孝
雄
博
士
の
母
ヒ
デ
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
年
）
八
月
、
孝
雄
三
十
三
歳
の
と
き
の
こ
と

で
あ
っ
た
（
享
年
六
十
五
歳
）。
そ
の
前
年
、
孝
雄
は
一
生
の
大
作
で
あ
り
後
の
文
化
勲
章
受
章
に
つ
な
が
る
『
日
本
文
法
論
』
全
一
巻
を
刊
行
し
て
い

る
。
孝
雄
は
母
の
葬
儀
に
際
し
て
斎
主
を
務
め
、
家
族
一
同
に
代
わ
っ
て
「
誄
詞
」
を
捧
げ
て
い
る
。「
誄
詞
」
は
、「
ル
イ
シ
」
あ
る
い
は
「
し
の
び
ご

と
」
と
読
む
。
い
わ
ゆ
る
弔
辞
を
意
味
す
る
。
原
本
の
所
在
は
不
明
だ
が
、
孝
雄
没
後
十
年
、
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）、
長
男
の
山
田
忠
雄
氏

に
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
山
田
孝
雄
の
立
志
時
代
』（
非
売
本
）
の
中
に
、
直
筆
の
誄
詞
が
写
真
版
と
し
て
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。
今
回
、
こ
れ
ま
で
長
く

研
究
に
携
わ
っ
て
来
ら
れ
た
神
島
達
郎
氏
に
よ
り
そ
の
存
在
を
知
ら
さ
れ
た
の
を
機
に
、
誄
詞
に
記
さ
れ
た
両
親
、
家
族
へ
の
思
い
等
を
他
の
資
料
と
照

ら
し
合
わ
せ
、
自
ら
を
語
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
山
田
孝
雄
博
士
の
人
物
像
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
で
あ
る
。 

 
 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
生
い
立
ち
と
神
社
、『
日
本
文
法
論
』
の
執
筆
、
家
計
へ
の
支
援
、
誄
詞
に
み
る
自
負
、
母
へ
の
誓
い 

  

一 

山
田
孝
雄
の
生
い
立
ち 
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１ 
生
い
立
ち
と
神
社 

 

山
田
孝
雄
（
よ
し
お
）
は
、
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
五
月
十
日
、
富
山
県

富
山
市
総
曲
輪
に
て
、山
田
方
雄（
ま
さ
お
）、母
ヒ
デ
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。 

兄
一
人
、
姉
四
人
、
妹
四
人
、
計
十
人
の
兄
弟
姉
妹
が
あ
っ
た
。
山
田
家
は
富
山 

藩
最
後
の
連
歌
の
宗
匠
の
家
柄
で
藩
の
中
堅
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
廃

藩
置
県
に
よ
り
無
収
入
と
な
っ
た
際
に
は
金
禄
公
債
証
書
を
下
付
さ
れ
た
が
、
多

い
人
で
も
五
十
石（
米
百
俵
）位
で
あ
り（『
越
乃
中
州
研
究
資
料
・
こ
ま
ざ
ら
い
』）、

山
田
家
は
五
十
石
を
切
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る 

山
田
孝
雄
と
神
社
と
の
縁
は
幼
少
期
に
遡
る
。
父
方
雄
が
富
山
藩
士
の
職
を
失

っ
た
際
、
新
た
な
職
と
し
て
藩
よ
り
示
さ
れ
た
の
が
、
歴
代
藩
主
を
祀
る
於
保
多

神
社
（
富
山
市
）
の
神
主
の
職
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
方
雄
は
藩
主
の
馬
廻
り
役

を
勤
め
た
他
、
国
学
（
平
田
派
）、
連
歌
等
に
も
明
る
く
適
任
と
考
え
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。（
山
田
方
輝
氏
談
、
氏
は
越
中
稲
荷
神
社
十
二
代
宮
司
で
孝
雄
の
兄
有
方

の
孫
）。
と
に
も
か
く
に
も
、
山
田
孝
雄
は
宮
司
の
子
と
し
て
こ
の
世
に
生
を
受
け

た
の
で
あ
る
。 

そ
の
後
、
方
雄
は
、
射
水
神
社
（
越
中
国
一
宮
）、
彌
彦
神
社
（
越
後
国
一
宮
）

と
い
う
よ
う
に
各
地
の
格
式
あ
る
神
社
に
禰
宜
と
し
て
勤
め
て
い
る
。
孝
雄
は
そ

の
父
に
従
い
、
小
学
生
時
代
の
前
半
八
歳
ま
で
を
彌
彦
神
社
近
く
の
山
崎
下
等
小

学
校
、
次
い
で
弥
彦
校
で
過
ご
し
た
。 

そ
の
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
一
つ
あ
る
。
父
方
雄
が
彌
彦
神
社
の
禰
宜
で
あ
っ
た

明
治
十
一
年
、
明
治
天
皇
が
北
陸
路
を
御
巡
幸
の
折
、
彌
彦
神
社
を
参
拝
さ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。 

 
 
 

天
皇
の
御
下
問
に
対
し
方
雄
が
御
奉
答
申
し
上
げ
た
こ
と
が
記
録
と
し
て
残
っ

て
い
る
１

。
方
雄
は
元
々
勤
王
の
精
神
に
厚
い
人
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
息
子
た

ち
に
幾
度
と
な
く
語
り
聞
か
せ
た
。
後
々
ま
で
語
り
継
ぐ
べ
き
栄
誉
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
孝
雄
は
２

、
一
八
八
三
年
（
明
治
十
六
年
）
八
歳
か
ら
一
八
八
九
年
（
明

治
二
十
二
年
）
十
四
歳
ま
で
、
富
山
県
士
族
佐
伯
有
種
に
つ
い
て
漢
学
を
修
め
、

続
け
て
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
か
ら
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
年
）

十
八
歳
ま
で
、富
山
県
士
族
尾
山
今
民
に
つ
い
て
国
学
を
学
ん
で
い
る
。さ
ら
に
、

一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
年
）
十
九
歳
の
と
き
に
、
皇
典
講
久
所
よ
り
五
等
司

業
（
明
治
以
降
の
制
で
、
神
職
の
学
階
）
を
受
け
て
い
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
孝
雄
は
父
の
仕
事
を
通
じ
、
日
常
的
に
神
社
と
関
わ
り
な

が
ら
幼
少
期
を
過
ご
し
、
身
を
も
っ
て
神
道
の
世
界
に
触
れ
て
い
っ
た
。
と
同
時

に
、
日
本
古
来
の
伝
統
へ
の
理
解
、
学
問
的
素
養
、
さ
ら
に
は
皇
室
へ
の
尊
敬
、

と
い
っ
た
こ
と
に
も
深
く
心
に
根
ざ
す
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

２ 

孝
雄
と
両
親 

 

一
八
八
三
年
（
明
治
十
六
年
）
孝
雄
が
八
歳
の
と
き
、
父
方
雄
は
富
山
に
戻
っ

た
が
神
主
の
職
に
は
就
か
ず
、
富
山
尋
常
中
学
校
書
記
の
職
を
得
て
い
る
。
一
八

八
七
年（
明
治
二
十
一
年
）、孝
雄
は
、父
の
勤
め
る
富
山
尋
常
中
学
校
に
入
学
し
、

学
年
で
二
等
賞
、
学
力
優
等
の
成
績
を
残
す
が
、
一
年
を
修
業
し
た
後
に
は
早
く

も
退
学
を
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
父
の
書
記
辞
職
で
、
時
の
校
長
と
の

衝
突
が
原
因
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
３

。
そ
れ
に
よ
っ
て
山
田
家
は
実
質
的
に
生

計
の
道
を
断
た
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
高
額
で
あ
っ
た
孝
雄
の
学
費
を

賄
う
余
裕
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
尤
も
当
の
孝
雄
は
、
こ
の
ま
ま
学
業
を
続
け

た
と
こ
ろ
で
将
来
は
中
学
校
教
師
が
関
の
山
で
そ
れ
な
ら
自
力
で
免
許
を
取
る
、

と
の
考
え
が
あ
っ
た
と
後
ほ
ど
語
っ
た
と
い
う
４

。
し
か
し
、
元
富
山
藩
士
で
あ

り
明
治
天
皇
に
御
奉
答
す
る
機
会
さ
え
あ
っ
た
父
が
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
中
学
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校
に
籍
を
置
き
続
け
る
こ
と
は
、
孝
雄
に
と
っ
て
到
底
許
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
違

い
な
い
。 

尋
常
中
学
校
を
一
年
で
退
学
し
た
孝
雄
は
一
度
、
東
京
に
丁
稚
か
小
僧
で
働
き

に
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
自
分
に
は
合
わ
な
い
と
一
週
間
か
二
週
間
で
見

切
り
を
つ
け
５

、
徒
歩
で
富
山
に
戻
っ
た
と
い
う
。
恐
ら
く
は
碓
氷
峠
を
越
え
、

十
日
以
上
を
か
け
て
の
旅
で
あ
っ
た
。
出
戻
っ
た
孝
雄
を
父
は
我
慢
が
足
り
な
い

と
叱
っ
た
が
、
母
か
ら
は
孝
雄
を
責
め
る
言
葉
は
一
言
も
な
か
っ
た
と
い
う
（
神

島
達
郎
氏
談
）。
二
男
は
家
を
継
が
な
い
た
め
、
経
済
的
自
立
を
目
指
し
奉
公
に
出

る
こ
と
が
当
た
り
前
と
さ
れ
た
時
代
、
本
人
の
好
き
な
道
を
見
守
る
こ
と
に
徹
す

る
母
と
、
そ
の
気
持
ち
を
真
に
理
解
す
る
孝
雄
で
あ
っ
た
６

。 

 

３ 

苦
学
の
中
で
の
家
計
へ
の
支
援 

 

十
人
の
兄
弟
姉
妹
、
う
ち
八
人
の
姉
妹
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
山
田
家
に
と
っ

て
経
済
的
に
は
楽
で
は
な
か
っ
た
。
孝
雄
は
明
治
八
年
（
一
九
七
五
年
）
生
ま
れ

の
と
こ
ろ
を
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
生
ま
れ
に
年
齢
を
偽
っ
て
願
書
を
提

出
し
、
何
と
か
授
業
生
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
７

。
そ
の
後
も
勉
学
に
励

み
、
わ
ず
か
の
期
間
で
本
科
教
員
と
な
っ
て
い
る
。
母
に
と
っ
て
も
そ
れ
は
嬉
し

く
、頼
も
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。下
村
尋
常
小
学
校
に
通
っ
た
際
は
、

片
道
十
数
㎞
の
道
の
り
を
通
勤
す
る
孝
雄
を
母
は
毎
朝
、
神
通
橋
ま
で
送
り
ま
た

迎
え
た
と
い
う
。
孝
雄
が
そ
の
後
も
次
々
と
上
級
免
許
を
取
得
し
か
つ
舎
監
を
勤

め
た
の
も
経
済
的
事
情
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
勉
学
へ
の
喜
び
と
共
に
、
母
や
家

族
へ
の
深
い
情
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
次
の
資
料
は
そ
れ
ら
の
経
緯
を
如

実
に
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
８

。

一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
年
）
十
七
歳
。
富
山
県
婦
負
郡
草
嶋
小
学
校
授
業
生
を
命
ぜ
ら
れ
る
。（
月
俸
三
円
五
十
銭
） 

同
年 

 
 
 
 
 
 
 

本
科
準
教
員
勤
務
。
さ
ら
に
富
山
県
管
内
高
等
小
学
校
本
科
準
教
員
を
免
許
せ
ら
る
。 

一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
年
）
十
八
歳
。
富
山
県
上
新
川
郡
上
市
尋
常
高
等
小
学
校
準
訓
導
を
命
ぜ
ら
る
。（
月
俸
五
円
） 

同
年 
 
 
 
 
 
 
 

尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
を
免
許
せ
ら
る
。
富
山
県
射
水
郡
下
村
尋
常
小
学
校
訓
導
に
任
ぜ
ら
れ
る
。（
月
俸
七
円
） 

一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
年
）
二
十
歳
。
尋
常
中
学
校
国
語
科
教
員
及
び
尋
常
師
範
学
校
国
語
科
教
員
の
免
許
を
受
け
る
。 

一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
年
）
二
十
一
歳
。
下
村
尋
常
忠
告
小
学
校
退
職
。
私
立
鳳
鳴
（
兵
庫
県
）
義
塾
教
員
と
な
る
。（
月
俸
十
八
円
） 

一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
年
） 

二
十
二
歳
。（
月
俸
二
十
円
）。
寄
宿
舎
舎
監
を
任
さ
れ
る
。 

一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
年
）
二
十
三
歳
。）（
月
俸
二
十
五
円
）。
日
本
史
科
に
つ
き
師
範
学
校
女
子
部
高
等
学
校
教
員
の
免
許
を
受
け
る
。 

鳳
鳴
義
塾
教
員
を
辞
す
。
奈
良
県
尋
常
中
学
校
教
諭
に
任
じ
ら
れ
五
条
分
校
在
勤
を
命
じ
ら
る
。（
月
俸
三
十
円
） 

一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
二
年
）
二
十
四
歳
。
舎
監
を
兼
任
（
手
当
二
円
）。（
月
俸
三
十
七
円
）。
※
当
時
の
米
価
一
石
四
円 

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
年
）
二
十
五
歳
。
倫
理
科
で
中
学
校
教
員
免
許
を
受
け
る
。
修
身
科
で
師
範
学
校
、
高
等
女
学
校
の
免
許
を
受
け
る
。（
月
俸
四
十
二
円
） 

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
年
）
二
十
六
歳
。
高
知
県
立
第
一
中
学
校
教
諭
に
任
じ
ら
れ
、
安
芸
分
校
勤
務
を
命
ぜ
ら
る
。（
月
俸
四
十
五
円
、
月
手
当
五
円
） 
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４ 
『
日
本
文
法
論
』
の
執
筆 

孝
雄
は
、
富
山
尋
常
中
学
校
を
一
年
で
中
退
し
た
後
は
、
小
学
校
教
員
検
定
試

験
に
合
格
。
県
内
の
小
学
校
に
勤
め
な
が
ら
中
・
師
範
学
校
の
教
員
免
許
を
取
得

し
て
い
る
。
そ
の
後
は
得
た
免
許
を
生
か
し
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
高
知
県
で
中

学
校
の
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
。『
日
本
文
法
論
』
の
執
筆
は
、
鳳
鳴
義
塾
在
任
中

に
一
生
徒
か
ら
「
助
詞
の
（
は
）
は
主
語
を
左
右
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
述
語
を

も
左
右
す
る
の
で
は
な
い
か
」と
問
わ
れ
た
こ
と
に
返
答
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

き
っ
っ
か
け
と
な
り
、自
ら
そ
の
誤
り
を
正
す
べ
く
文
法
論
を
打
ち
立
て
る
こ
と

を
誓
っ
た
こ
と
が
『
日
本
文
法
論
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

山
田
孝
雄
博
士
が
世
に
認
め
ら
れ
契
機
と
な
っ
た
の
が
、日
本
古
来
の
伝
統
的

な
文
法
学
に
西
洋
の
言
語
理
論
を
取
り
入
れ
た
『
日
本
文
法
論 
』
上
巻
の
刊
行

で
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
十
七
年
）
二
十
七
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
と
同
時
に

学
位
請
求
論
文
と
し
て
、審
査
を
東
京
帝
国
大
学
に
お
願
い
す
る
と
い
う
但
し
書

き
を
付
け
て
、
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
が
９

、
そ
の
後
審
査
が
行
わ
れ
た
形
跡
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
孝
雄
の
名
は
当
時
の
国
語
界
に
お
い
て
次
第
に
知
ら
れ
る

存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
孝
雄
は
二
十
六
年
後
に
『
日
本
文
法
論
』
を

再
提
出
し
文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
て
い
る
。
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二 
誄
詞
に
見
る
孝
雄
の
母
・
家
族
へ
の
思
い 

 

１ 

表
記 

孝
雄
が
母
に
奏
じ
た
誄
詞
（
毛
筆
・
直
筆
）
は
、
全
て
漢
字
で
書
か
れ
、
万
葉

仮
名
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。（
原
文
へ
の
フ
リ
ガ
ナ
は
筆
者
が
付
け
、
意

味
を
調
べ
る
に
あ
た
っ
て
は
、『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』『
広
辞
苑
』
を
主

と
し
て
用
い
た
。
ま
た
、
毛
筆
と
い
う
点
で
は
、
孝
雄
の
日
記
も
ま
た
筆
で
書
か

れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
毛
筆
が
得
意
で
あ
る
と
い
う
よ
り
苦
手
を
自
覚
し
１
０

、

日
頃
か
ら
毛
筆
に
馴
染
む
こ
と
に
よ
っ
て
苦
手
を
克
服
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い

う
。） 

誄
詞

ル

イ

シ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

孝
雄

ヨ

シ

ヲ 

1

伊
都
久
之
伎

イ

ツ

ク

シ

キ

2

宇
麻
斯

ウ

マ

シ

3

母ハ
ハ

刀
自
之

ト

ジ

ノ

命
ミ
コ
ト

之ノ

御
霊

ミ

タ

マ

乃ノ

御
前

ミ

マ

エ

仁ニ

數
々

カ
ズ
カ
ズ

乃ノ

御ミ

4
麻
奈
子

マ

ナ

ゴ

仁ニ

代カ
ワ

里
弖

リ

テ

孝
雄

ヨ

シ

ヲ

謹
美

ツ
ツ
シ
ミ

恐
美

カ
シ
コ
ミ

毛モ

一
言

ヒ
ト
コ
ト

告
介

ツ

ゲ

奉マ
ツ

良
久
乎

ラ

ク

ヲ

御
心

ミ
コ
コ
ロ

毛モ5

穏
爾

オ
ダ
ヒ
ニ6

天ア
メ

翔カ
ケ

里
弖
毛

リ

テ

モ

聞キ
コ

                                        

          

 
1 

い
つ
く
し
き
（
慈
し
い
） 

2

う
ま
し
（
美
し
い
） 

3 

は
は
と
じ
（
母
上
） 

4 

ま
な
ご
（
子
供
た
ち
） 

5 

お
だ
ひ
（
穏
や
か
） 

食シ
メ

世セ

阿
波
禮

ア

ハ

レ

悲カ
ナ

之
伎
加
母

シ

キ

カ

モ

阿
波
禮

ア

ハ

レ

7

宇
禮

ウ

レ

多タ

伎
加
母

キ

カ

モ8

宇
都
斯

ウ

ツ

シ

母ハ
ハ

刀
自
乃

ト

ジ

ノ

命
ミ
コ
ト

也ヤ

思オ
モ

倍
波

ヘ

バ

廿
日

ハ

ツ

カ

餘
ア
マ
リ

乃ノ9

往ユ
キ

斯シ

倍ヘ

爾ニ

今イ
マ

斯コ

之ノ

誄
詞

シ
ノ
ビ
ゴ
ト

奉
タ
テ
マ
ツ

良
牟
止
波

ラ

ム

ト

ハ

阿
波
禮

ア

ハ

レ

思オ
モ

比
掛
氣

ヒ

ガ

ケ

伎キ

也
波

ヤ

ハ

阿
波

ア

ハ

禮レ

悲カ
ナ

之
伎
加
母

シ

キ

カ

モ

阿
波
礼

ア

ハ

レ

宇
禮

ウ

レ

多
伎

タ

キ

加
母

カ

モ

我ワ
ガ

宇
麻
斯

ウ

マ

シ

母ハ
ハ

刀
自
之

ト

ジ

ノ

命
ミ
コ
ト

乃ノ

10

神
去

カ
ミ
サ
リ

坐マ

志シ

奴ヌ

止
波

ト

ハ

何ナ
ニ

乃ノ11

醜シ
コ

乃ノ

狂
言

ザ
レ
ゴ
ト

爾ニ

加
母

カ

モ

有
流

ア

ル

何
處

イ

ズ

コ

之ノ12

於
與
都
禮

オ

ヨ

ヅ

レ

乃ノ

誣
言

マ
ゲ
ゴ
ト

止ト

加
母

カ

モ

有
流
止

ア

レ

ド

與
波
比

ヨ

バ

ヒ

叫サ
ケ

倍
止

ベ

ド

御
言

ミ

コ

ト

問ト

波
佐
受

ハ

サ

ズ

伏フ
セ

顛マ
ロ

比ビ

泣
伎

ナ

キ

歎ナ
ゲ

氣
止
母

ケ

ド

モ

言コ
ト

問ト

坐
佐
受

マ

サ

ズ

安ヤ
ス

良
氣
久

ラ

ケ

ク13

熟ウ
マ

寢イ

也ヤ

為ナ
シ

賜タ
マ

布
良
牟

フ

ラ

ム

平
タ
イ
ラ

氣
久

ケ

ク

熟ウ
マ

寢イ

也ヤ

爲ナ
シ

賜タ
マ

布
良
牟

フ

ラ

ム

常ト
コ

止ト

波ハ

爾ニ

眠ネ
ム

利
坐
須

リ

マ

ス

良
武

ラ

ム

吉ヨ

氣ケ

久
母

ク

モ

惡
志
氣

ア

シ

ケ

久
母

ク

モ

言コ
ト

乃ノ

一
言

ヒ
ト
コ
ト

問
比

ト

ヒ

賜タ
マ

波
奈
牟

ハ

ナ

ム

止ト

思オ
モ

倍
止
母

ヘ

ド

モ

悲カ
ナ

之
伎

シ

キ

加
奈
也

カ

ナ

ヤ

宇ウ

禮
多
伎
加
奈
也

レ

タ

キ

カ

ナ

ヤ

14

伊
佐
々
氣
支

イ

サ

サ

ケ

シ

我ワ
レ

等ラ

加ガ

業ワ
ザ

乎ヲ

毛モ

悦
ヨ
ロ
コ

比ビ

嬉ウ
レ

志
比

シ

ビ

賜タ
マ

比ヒ

志
毛

シ

モ

乃
乎

ノ

ヲ

今
日

ケ

フ

與
利
波

ヨ

リ

ハ

現
実

ウ
ツ
セ
ミ

乃ノ

父チ
チ

乃ノ

命
ミ
コ
ト

乃ノ

美ミ

唯タ
ダ

一
人

ヒ

ト

リ

嬉ウ
レ

之
比

シ

ビ

坐
弖

マ

シ

テ

                                        

                                        

                         

 
6 

あ
め
か
け
り
て
も
（
空
を
駆
け
て
い
よ
う
と
） 

7 

う
れ
た
き
（
嘆
き
た
い
） 

8 

う
つ
し
（
存
在
し
て
い
る
） 

9 

ゆ
き
し
へ
（
月
日
） 

1
0 

か
み
さ
り
ま
し
ぬ
（
神
様
に
な
っ
て
し
ま
わ
れ
る
） 

1
1 

し
こ
の
ざ
れ
ご
と
（
恐
ろ
し
い
冗
談
） 

1
2 

お
よ
づ
れ
（
人
を
惑
わ
す
） 

1
3 

う
ま
い
（
熟
睡
） 

1
4 

い
さ
さ
け
き
（
わ
ず
か
ば
か
り
の
） 
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諸
共

モ
ロ
ト
モ

仁ニ

喜
ヨ
ロ
コ

比
坐
須

ビ

マ

ス

事コ
ト

毛モ

有
良
受

ア

ラ

ズ

也ヤ

有
流
良
牟

ア

ル

ラ

ム 
２ 

「
数
々
の
み
愛
子

ま

な

ご

に
代
わ
り
て
」
に
み
る
孝
雄
の
自
負 

孝
雄
は
一
族
の
ホ
ー
プ
、
期
待
の
星
で
あ
る
。
中
学
校
中
退
と
は
言
え
、
小
・

中
学
校
教
員
を
勤
め
、
三
十
四
歳
の
時
点
ま
で
一
族
の
家
計
を
助
け
る
た
め
に
仕

送
り
を
続
け
て
い
た
と
い
う
。
三
男
の
山
田
俊
雄
氏
は
、「
兄
弟
の
生
活
、
あ
る
い

は
兄
の
学
費
と
い
う
、
そ
う
い
う
も
の
ま
で
自
分
で
賄
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
風
な

形
で
、
世
俗
に
言
い
ま
す
と
、
一
族
が
そ
れ
に
頼
り
切
る
と
い
う
形
の
そ
う
い
う

人
間
と
し
て
働
い
て
い
く
、
努
力
を
し
倹
約
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
義
務
を
感

じ
、
父
母
を
助
け
た
い
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。」
と
語
り
、
そ
れ

が
、
方
雄
か
ら
孝
雄
へ
の
手
紙
の
束
の
中
で
分
か
っ
て
き
た
こ
と
だ
と
述
べ
て
い

る
１
１

。
こ
の
よ
う
に
、「
数
々
の
み
愛
子
に
代
わ
り
て
」
に
は
、
孝
雄
の
自
負
を

示
す
気
持
ち
が
充
分
に
表
さ
れ
て
い
る
。 

15

種
々

ク
サ
グ
サ

乃ノ

誤
ア
ヤ
マ
リ

乎ヲ

波バ

諸
共

モ
ロ
ト
モ

仁ニ

悲
カ
ナ
シ

美ミ

憂ウ
レ

多
美

タ

ミ

給タ
マ

比
之
毛

ヒ

シ

モ

乃
乎

ノ

ヲ

今
日

ケ

フ

與
利
波

ヨ

リ

ハ

父チ
チ

乃ノ

命
ミ
コ
ト

乃
美
乃

ノ

ミ

ノ

御
心

ミ
コ
コ
ロ

盡マ
マ

止ト

成ナ
リ

奴
倍
志

ヌ

ベ

シ

阿
波
禮
阿
波
禮

ア

ハ

レ

ア

ハ

レ

御
叱

オ
シ
カ
リ

之ノ

一
言

ヒ
ト
コ
ト

多
仁
毛

ダ

ニ

モ

聞
加
世

キ

カ

セ

給タ
マ

倍
止

ヘ

ト

16

足ア
シ

摺ズ
リ

叫
毘

サ

ケ

ビ

乞
祈

コ
ヒ
ノ
ミ

申
世
止

モ

フ

セ

ド

御
言

ミ

コ

ト

問
波
佐
受

ト

ハ

サ

ズ

成
賜

ナ
リ
タ
マ

比ヒ

奴ヌ

阿
波
禮

ア

ハ

レ

宇
麻
斯

ウ

マ

シ

我ワ
ガ

                                        

          

 
1
5 

く
さ
ぐ
さ
（
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
） 

1
6 

あ
し
ず
り
さ
け
び
（
足
を
引
き
ず
り
叫
び
） 

母
刀
自
之
命

ハ
ハ
ト
ジ
ノ
ミ
コ
ト

也ヤ

老
坐

オ
ヒ
マ
ス

我ワ
ガ

父
命

チ
チ
ミ
コ
ト

乎ヲ

置オ
キ

弖テ

何
處

イ

ズ

コ

仁
加

ニ

カ

罷
マ
カ
リ

給タ
マ

比
奴
良
武

ヒ

ヌ

ラ

ム17

清キ
ヨ

伎キ

直ナ
ホ

伎キ

貞サ
ダ

志
伎

シ

キ

御
心

ミ
コ
コ
ロ

毛
弖

モ

テ

我ワ
ガ

父
命

チ
チ
ミ
コ
ト

爾ニ

四
十

ヨ

ソ

餘
ア
マ
リ
ノ

歳ト
シ18

悖モ
ト

留ル

事コ
ト

無
久

ナ

ク

逆
布

サ
カ
ラ
フ

事コ
ト

無
久

ナ

ク

穏
オ
ダ
ヒ

爾ニ

眞
實

シ
ン
ジ
チ

爾ニ

仕
ツ
カ
ヘ

奉マ
ツ

利
來

リ

キ

給タ
マ

幣
流

ヘ

ル

宇
麻
志

ウ

マ

シ

我ワ
ガ

母
刀
自
之

ハ

ハ

ト

ジ

ノ

命
ミ
コ
ト

乃ノ

如
何
奈
禮
婆

イ

カ

ナ

レ

バ

加カ

己オ
ノ

我ガ

御
心

ミ
コ
コ
ロ

止
志
弖

ト

シ

テ

神
去
利

カ

ミ

サ

リ

座
須
倍
志
也

マ

ス

ベ

シ

ヤ

廣ヒ
ロ

伎キ

厚ア
ツ

伎キ

高タ
カ

伎キ

御
奈
佐
氣

ミ

ナ

サ

ケ

毛
弖

モ

テ

夜
波

ヨ

ハ

19

夜
須
賀
良

ヨ

モ

ス

ガ

ラ

晝ヒ
ル

波ハ

20

終
日

ヒ
ネ
モ
ス

我
等

ワ

レ

ラ21

同
胞

ハ
ラ
カ
ラ

乎ヲ

撫ナ
デ

賜
比

タ

マ

ヒ

慈
イ
ツ
ク
シ

比ビ

生イ
キ

志シ

日ヒ

足タ
リ

志シ

賜タ
マ

幣ヘ

流ル

宇
麻
志

ウ

マ

シ

我ワ
ガ

母
刀
自
之
命

ハ
ハ
ト
ジ
ノ
ミ
コ
ト

乃ノ

如
何
爾

イ

カ

ニ

爲ナ
セ

與
止
加

ヨ

ト

カ

我
等

ワ

レ

ラ

乎ヲ

措オ
キ

弖テ

常ツ
ネ

不
知

シ

ラ

ズ

賜
奴

タ
マ
ヒ
ヌ22

處ク
ニ

爾ニ

竝タ
チ

立イ
テ

給
布
良
武

タ

マ

フ

ラ

ム

阿
波
禮

ア

ハ

レ

宇
麻
志

ウ

マ

シ

母
刀
自
之
命

ハ
ハ
ト
ジ
ノ
ミ
コ
ト

也ヤ

今
一
度

イ
マ
ヒ
ト
タ
ビ23

顕
ウ
ツ
シ

比ビ
ノ

御
世
爾

ミ

ヨ

ニ

立
返
利

タ
チ
カ
ヘ
リ

座
弖

マ

シ

テ

父
命

チ
チ
ミ
コ
ト

乃ノ

御
心

ミ
コ
コ
ロ

乎ヲ

慰
米

ナ
グ
サ
メ

奉
利

マ

ツ

リ

給
幣
也

タ

マ

ヘ

ヤ

阿
波
禮

ア

ハ

レ

今
一
度

イ
マ
ヒ
ト
タ
ビ

御
聲

ミ

コ

エ

乎
太
仁
毛

ヲ

ダ

ニ

モ

聞
加
令

キ

カ

シ

米メ

給
幣
止

タ

マ

ヘ

ト

顚
倒

コ
エ
マ
ロ

比ビ

乞
祈

コ
ヒ
ノ
ミ

奉マ
ツ

禮
止

レ

ド

人
皆

ヒ
ト
ミ
ナ

乃ノ

言
比
志

イ

ヒ

シ

事コ
ト

也ヤ

眞
マ
コ
ト

奈
流
良
牟

ナ

ル

ラ

ム

                                        

          

 
1
7 

き
よ
き
（
清
く
）
な
お
き
（
真
っ
直
ぐ
で
）
さ
だ
し
き
（
正
し
い
） 

1
8 

も
と
る
（
道
理
に
背
く
） 

1
9 

よ
も
す
が
ら
（
一
晩
中
） 

2
0 

ひ
ね
も
す
（
終
日
） 

2
1 

は
ら
か
ら
（
兄
弟
姉
妹
） 

2
2 

く
に
（
国
） 

2
3 

う
つ
し
び
（
現
実
） 
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今
日

ケ

フ
24

御ミ

葬
ハ
ブ
リ

乃ノ

事コ
ト

取ト
リ

麻
加
奈
布
倍
志
止
曾

マ

カ

ナ

フ

ベ

シ

ト

ゾ

言
布
奈
流

イ

フ

ナ

ル

御ミ

前マ
エ

爾ニ

横
山

ヨ
コ
ヤ
マ

乃ノ

如ゴ
ト

打
積

ウ
チ
ツ
ミ

置
介

オ

ケ

流ル

25
遠
近

ヲ
チ
コ
チ

乃ノ

人
々

ヒ
ト
ビ
ト

乃ノ

心

盡

コ
コ
ロ
ヅ
ク
シ

乃ノ

捧
物

サ
サ
ゲ
モ
ノ

毛モ

思
幣
波

オ

モ

ヘ

バ

我
等
加

ワ

レ

ラ

ガ

涙
ナ
ミ
ダ

乃ノ

積
利
爾
也

ツ

モ

リ

ニ

ヤ

似
多
流
良
牟

ニ

タ

ル

ラ

ム

御
心

ミ
コ
コ
ロ

鎮
シ
ヅ
メ

奉
良
牟
止

マ

ツ

ラ

ム

ト

吹フ
キ

鳴ナ
ラ

世セ

流ル

笛フ
エ

、
角ツ

ノ

乃ノ

韻
シ
ラ
ベ

毛モ

思
幣
波

オ

モ

ヘ

バ

我
等
加

ワ

レ

ラ

ガ

歎
ナ
ゲ
キ

乃ノ

氣
吹

イ

ブ

キ

爾
也

ニ

ヤ

似
多
流
良
牟

ニ

タ

ル

ラ

ム

御
葬
之

ミ
ハ
ブ
リ
ノ

儀ワ
ザ

波ハ

盛
サ
カ
リ

爾ニ

取ト
リ

麻
加
奈
波
留
禮
止

マ

カ

ナ

ハ

ル

レ

ド

事
毎

コ
ト
ゴ
ト

爾ニ

我
等

ワ

レ

ラ

加ガ

悲
之
比
乃

カ

ナ

シ

ビ

ノ

至
キ
ワ
マ

利
爾
也

リ

ニ

ヤ

似
多
流
良
牟

ニ

タ

ル

ラ

ム

御
葬
之

ミ
ハ
ブ
リ
ノ

儀ワ
ザ

爾ニ

取ト
リ

麻
加
奈
幣
流

マ

カ

ナ

ヘ

ル

人ヒ
ト

乃ノ

多
オ
ホ
キ

奈
流
波

ナ

ル

ハ

我
等

ワ

レ

ラ

我ガ

歎
伎

ナ

ゲ

キ

乃ノ

事コ
ト

繁
シ
ゲ
キ

乎
也

ヲ

ヤ

示シ
メ

須
良
牟

ス

ラ

ム

阿
波
禮

ア

ハ

レ

此
等
乃

コ

レ

ラ

ノ26

顯
世

ウ
ツ
シ
ヨ

乃ノ

事
共

コ
ト
ド
モ

波
加
久

ハ

カ

ク

盛
サ
カ
リ

爾ニ

多サ
ハ

爾ニ

有
良
米
止
毛

ア

ラ

メ

ド

モ

我
等
波

ワ

レ

ラ

ハ

何ナ
ニ

乎
加

ヲ

カ

樂
タ
ノ
シ

牟
倍
志

ム

ベ

シ

也ヤ 

３ 

「
四
十
余
り
の
歳
を
悖
る
こ
と
な
く
逆
ら
う
こ
と
な
く
穏
に
」

に
み
る
母
の
姿 

孝
雄
だ
け
で
な
く
家
族
に
と
っ
て
母
の
ヒ
デ
は
人
の
生
き
方
の
範
を
無
言
で
示

す
存
在
で
あ
っ
た
。
母
の
死
か
ら
二
十
日
余
り
後
の
九
月
六
日
の
孝
雄
の
日
記
に

は
、「
世
の
貴
族
と
し
て
生
ま
れ
、
人
力
車
な
ど
に
乗
り
、
或
い
は
肥
え
た
馬
に
乗

                                        

          

 
2
4 

み
は
ぶ
り
（
ご
葬
儀
） 

2
5 

を
ち
こ
ち
（
あ
ち
ら
こ
ち
ら
） 

2
6 

う
つ
し
よ
（
現
世
） 

っ
て
、
如
何
に
も
立
派
な
服
装
を
し
た
り
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
私
は
羨
ま
し
い

と
思
っ
た
こ
と
が
一
度
も
な
か
っ
た
。
私
に
は
常
に
母
が
い
て
、
我
々
に
無
言
の

教
え
を
垂
れ
給
う
た
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
恨
ん
だ
り
憎
ん
だ
り
し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
１
２

。
清
貧
を
恥
じ
ず
、
自
ら
の
努
力
で
道
を
切
り
開

い
て
い
く
こ
と
を
孝
雄
は
、
母
の
無
言
の
教
え
か
ら
学
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。 

恨
ウ
ラ
メ

之
伎
波

シ

キ

ハ

我ワ
ガ

宇
麻
志

ウ

マ

シ

母
刀
自
之
命

ハ
ハ
ト
ジ
ノ
ミ
コ
ト

乃ノ

唯タ
ダ

一
日

ヒ

ト

ヒ

多
仁

ダ

ニ

永
久

ナ

ガ

ク

我
等
止

ワ

レ

ラ

ト

共
仁

ト

モ

ニ

顯
世
尓

ウ
ツ
シ
ヨ
ニ

座
弖

マ

シ

テ

我ワ
ガ

父
命

チ
チ
ミ
コ
ト

乎ヲ

慰
ナ
グ
サ

米メ

給
比

タ

マ

ヒ27

加
志
都
伎

カ

シ

ヅ

キ

給タ
マ

波
奴
奈
利

ハ

ヌ

ナ

リ

嚴
イ
ツ
ク

志
支

シ

キ

我ワ
ガ

父
命

チ
チ
ミ
コ
ト

波ハ

年
痛

ト
シ
イ
タ

久ク

老オ
ヒ

座
世
流
毛
乃
乎

マ

セ

ル

モ

ノ

ヲ

明
日
與
利
波

ア

ス

ヨ

リ

ハ

誰タ
レ

志シ

乃ノ

人ヒ
ト

加ガ

我ワ
ガ

母
刀
自
之
命

ハ
ハ
ト
ジ
ノ
ミ
コ
ト

乃ノ

如
ゴ
ト
ク

穏
オ
ダ
ヒ

爾ニ

眞
實

シ
ン
ジ
チ

爾ニ

仕
奉
利

ツ
カ
ヘ
マ
ツ
リ

得ウ

倍
志
也
波

ベ

シ

ヤ

ハ

我
等

ワ

レ

ラ

數
々

カ
ズ
カ
ズ

乃ノ

同
胞

ハ
ラ
カ
ラ

波ハ

今
日
與
利
波

ケ

フ

ヨ

リ

ハ

母ハ
ハ

奈
伎

ナ

キ

者モ
ノ

止ト

世
人
爾

ヨ
ノ
ヒ
ト
ニ

指
佐
禮
奈
牟

ユ

ビ

サ

サ

レ

ナ

ム

阿
波
禮

ア

ハ

レ

昨
日

キ

ノ

フ

麻
弖
波

マ

デ

ハ

御
親

ミ

オ

ヤ28

二
柱

フ
タ
ハ
シ
ラ

缺
久
流

カ

ク

ル

事コ
ト

奈
久
足
良
比

ナ

ク

タ

ラ

ヒ

給
布

タ

マ

フ

止ト

世
人

ヨ
ノ
ヒ
ト

爾ニ

誇
ホ
コ
ラ

比ヒ

語カ
タ

利
志
毛
乃
乎

リ

シ

モ

ノ

ヲ

今
日
與
利
波

ケ

フ

ヨ

リ

ハ

仕
奉

ツ
カ
ヘ
マ
ツ

流
倍
伎

ル

ベ

キ

母
刀
自
之
命
波

ハ

ハ

ト
ジ

ノ
ミ

コ

ト
ハ

顕
ウ
ツ
シ

此
世

コ

ノ

ヨ

爾ニ

座
佐
図
奈
利
奴

イ

マ

サ

ズ

ナ

リ

ヌ

病
美
臥
志

ヤ

ミ

フ

シ

給タ
マ

幣
流

ヘ

ル

御
姿

ミ
ス
ガ
タ

波ハ

眼
マ
ナ
コ

爾ニ

残ノ
コ

利
弖

リ

テ

今イ
マ

奈
保

ナ

ホ

座
須
加

イ

マ

ス

ガ

如ゴ
ト

志シ

朝
夕

ア
サ
ユ
ウ

爾ニ

取
持

ト
リ
モ
チ

給タ
マ

比
志

ヒ

シ

御
鏡

ミ
カ
ガ
ミ

波ハ

我
等

ワ

レ

ラ

加ガ

影カ
ゲ

乎
波

ヲ

バ

照テ
ラ

世
止
登

セ

シ

ド

御
姿

ミ
ス
ガ
タ

乎
波

ヲ

バ

寫
志
出
須
事

ウ

ツ

シ

ダ

ス

コ

ト

有
良
受
奈
利
奴

ア

ラ

ズ

ナ

リ

ヌ

日
毎

ヒ

ゴ

ト

爾ニ

繰ク
リ

多タ

米メ

給タ
マ

幣ヘ

流ル

多
太
利

タ

タ

リ

                                        

          

 
2
7 

か
し
づ
き
（
大
切
に
し
て
世
話
を
し
て
） 

2
8 

ふ
た
は
し
ら
（
支
柱
と
な
る
二
人
） 
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緒
笥

ヲ

ケ29

波ハ

空
之
久

ム

ナ

シ

ク

留
利
弖

ト
ド
マ
リ
テ

我
等
加

ワ

レ

ラ

ガ

思
出
草

オ
モ
ヒ
デ
ク
サ

止
古
曽

ト

コ

ソ

成
利
仁

ナ

リ

ニ

太
禮

タ

レ

草
々

ク
サ
グ
サ

尓ニ

慕
比

シ

タ

ヒ

弖
波

テ

ハ

泣
支

ナ

キ

樣
々

サ
マ
ザ
マ

爾ニ

歎
伎
弖
波

ナ

ゲ

キ

テ

ハ

偲
倍
登

シ

ノ

ベ

ド

世
乃
事

ヨ

ノ

コ

ト

波ハ

心
爾

コ
コ
ロ
ニ

任
世
奴

マ

カ

セ

ヌ

慣
止
也

ナ

レ

シ

ヤ

伊
都
久
之
伎

イ

ツ

ク

シ

キ

宇
麻
志

ウ

マ

シ

母
刀
自
命

ハ
ハ
ト
ジ
ノ
ミ
コ
ト

波ハ

再
フ
タ
タ
ビ

返
里

カ

ヘ

リ

給
波
受

タ

マ

ハ

ズ

奈
利
奴
良
武

ナ

リ

ヌ

ラ

ム

胸ム
ネ

打
扣
支

ウ
チ
タ
タ
キ

足
摺

ア
シ
ズ
リ

叫
倍
登

サ

ケ

ベ

ド

甲
斐

カ

ヒ

曽ゾ

無
支

ナ

キ

阿
波
禮

ア

ハ

レ

宇
麻
志

ウ

マ

シ

我ワ
ガ

母
刀
自
命

ハ
ハ
ト
ジ
ノ
ミ
コ
ト

也ヤ

30

罷
マ
カ
ル

路ミ
チ

毛モ

如
何

イ

カ

仁ニ

淋サ
ビ

之
久

シ

ク

坐マ

須ス

良ラ

武ム

年
老

ト
シ
オ
ヒ

坐
世
流

マ

セ

ル

我ワ
ガ

父
命

チ
チ
ミ
コ
ト

乃ノ

御
事

オ
ン
コ
ト

乎ヲ

深フ
カ

久ク

御
心

ミ
コ
コ
ロ

爾ニ

掛
介

カ

ケ

都
々
毛

ツ

ツ

モ

罷
出

マ
カ
リ
イ
デ

給
布

タ

マ

フ

良ラ

武ム

数
々

カ
ズ
カ
ズ

乃ノ

我
等

ワ

レ

ラ

同
胞

ハ
ラ
カ
ラ

乎ヲ

深フ
カ

久ク

御
心

ミ
コ
コ
ロ

爾ニ

掛
介

カ

ケ

都
々
毛

ツ

ツ

モ

罷
マ
カ
リ

出イ
デ

給タ
マ

布フ

良ラ

武ム

我
等

ワ

レ

ラ

同
胞

ハ
ラ
カ
ラ

心
コ
コ
ロ

乎ヲ

合
世

ア

ワ

セ

力
チ
カ
ラ

乎ヲ

盡ツ
ク

之シ

天テ

御
心

ミ
コ
コ
ロ

乎ヲ

繼
伎

ツ

ギ

奉マ
ツ

利リ

父
命

チ
チ
ミ
コ
ト

爾ニ

眞
心

マ
ゴ
コ
ロ

捧サ
サ

介
天

ゲ

テ

仕
奉

ツ
カ
ヘ
マ
ツ

良
武

ラ

ム

常ツ
ネ

乃ノ

日ヒ

爾ニ

31

敎
イ
マ
シ
メ

悟サ
ト

志シ

給
幣
流

タ

マ

ヘ

ル

御
訓

ミ
オ
シ
ヘ

乎ヲ

守マ
モ

利リ

遵
シ
タ
ガ

比ヒ

奉
良
武

マ

ツ

ラ

ム

御
心

ミ
コ
コ
ロ

毛モ

安
久

ヤ

ス

ク

穏
オ
ダ
ヒ

爾ニ

罷
路

マ
カ
ル
ミ
チ

毛モ

平
タ
ヒ
ラ

介
久

ケ

ク

安
ヤ
ス
ラ

介
久

ケ

ク

出イ
デ

坐
世
止

マ

セ

ト

恐
美

カ
シ
コ
ミ

恐
美

カ
シ
コ
ミ

毛モ

白マ
ヲ

須ス

32

諸
越

モ
ロ
コ
シ

乃ノ

歌ウ
タ

爾ニ

33

樹キ

静
シ
ズ
カ

奈
良
受
止

ナ

ラ

ズ

ト

言
幣
流

イ

ヘ

ル

言
草

コ
ト
ク
サ

毛モ

今イ
マ

波ハ

我
等

ワ

レ

ラ

我
身

ワ

ガ

ミ

爾ニ

沁
武

シ

ム

婆バ

加
里

カ

リ

乃ノ

誡

草

イ
マ
シ
メ
ク
サ

爾ニ

波ハ

                                        

          

 
2
9 

た
た
り
を
け
（
糸
が
も
つ
れ
な
い
よ
う
に
入
れ
て
お
く
桶
） 

3
0 

ま
か
る
（
死
ぬ
、
を
謙
っ
て
い
う
言
葉
） 

3
1 

い
ま
し
め
（
孝
雄
の
フ
リ
ガ
ナ
に
よ
る
） 

3
2 

も
ろ
こ
し
（
唐
土
） 

3
3 

き
し
ず
か
な
ら
ず
と
い
へ
る
こ
と
く
さ
（
樹
が
静
か
で
い
続
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
言
葉
） 

奈
利
奴

ナ

リ

ヌ

阿
波
禮

ア

ハ

レ

那ナ

34

杼
心

チ
ョ
シ
ン

爾ニ

足
良
布

タ

ラ

フ

計
バ
カ
リ

乃ノ

事コ
ト

乎ヲ

成
竟

ナ
シ
オ
ヘ

奉マ
ツ

良ラ

佐
利

ザ

リ

介
武

ケ

ム

35

先サ
キ

太
多
奴

ダ

タ

ヌ

悔ク
イ

乃ノ

八
千
度

ヤ

チ

タ

ビ

繰
返

ク
リ
カ
ヘ

志
弖
毛

シ

テ

モ

行
水

ユ
ク
ミ
ズ

乃ノ

如
久

ゴ

ト

ク

朝
霧

ア
サ
ギ
リ

乃ノ

如
久

ゴ

ト

ク

返カ
ヘ

良
奴

ラ

ム

路ミ
チ

爾ニ

消ケ
シ

去
利

サ

リ

座
斯
奴

マ

シ

ヌ 

４ 

「
樹
静
か
な
ら
ず
と
い
へ
る
言
草
」「
先
立
た
ぬ
悔
い
の
八
千
度

繰
り
返
し
て
も
」
に
み
る
、
孝
行
を
尽
く
せ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
悔
い

と
悲
し
み 

孝
雄
は
、
韓
詩
を
引
き
な
が
ら
「
風
が
止
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
も
止
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
親
孝
行
を
し
よ
う
と
思
う
と
き
に
は
、
す
で
に
親
は
こ

の
世
に
い
な
い
。
親
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
親
孝
行
を
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
と

悔
い
１
３

、
ま
た
古
今
和
歌
集
を
引
き
な
が
ら
、「
行
く
水
は
還
る
こ
と
は
な
い
」

と
無
常
観
を
感
じ
て
嘆
く
の
で
あ
っ
た
１
４

。 

斯
久

カ

ク

婆
加
里

バ

カ

リ

思
オ
モ
ヒ

乃ノ

外ホ
カ

仁ニ

神カ
ミ

去
利
座
左
牟
止

サ

リ

マ

サ

ム

ト

波ハ

露ツ
ユ

計
バ
カ
リ

毛モ

思
オ
モ
ヒ

加
氣
受

ガ

ケ

ズ

有ア
リ

來
志

キ

シ

毛
乃
乎

モ

ノ

ヲ

今
日

ケ

フ

與ヨ

利リ

波ハ

何
事

ナ
ニ
ゴ
ト

乎ヲ

以モ
チ

弖
加

テ

カ

御
心

ミ
コ
コ
ロ

乎ヲ

慰
ナ
グ
サ

米メ

奉
良
武

マ

ツ

ラ

ム

阿
波
禮

ア

ハ

レ

今イ
マ

一
年

ヒ
ト
ト
セ

                                        

          

 
3
4 

ち
ょ
（
思
い
を
述
べ
る
） 

3
5 

さ
き
た
た
ぬ
か
く
い
の
や
ち
た
び
（
予
想
で
き
な
い
数
多
の
悔
い
） 

富山国際大学子ども育成学部紀要　第7巻(2016.3)

267（8）



 

 

多
仁

ダ

ニ

永ナ
ガ

良
幣

ラ

ヘ

坐
志
弖

マ

シ

テ

我
等

ワ

レ

ラ

我
身

ワ

ガ

ミ

乃ノ

成ナ
リ

行
加
牟

ユ

カ

ム

36

狀サ
マ

乎
毛

ヲ

モ

見
曽
奈
波
佐
奈
牟
止

ミ

ソ

ナ

ワ

サ

ナ

ム

ト

思オ
モ

幣
止
毛

ヘ

ド

モ

今イ
マ

將
マ
サ
ニ

由ヨ
シ

奈
伎

ナ

キ

繰
言

ク
リ
ゴ
ト

止
成
利

ト

ナ

リ

奴ヌ

阿
波
禮

ア

ハ

レ

悲
之
伎

カ

ナ

シ

キ

加
母

カ

モ

阿
波
禮

ア

ハ

レ

宇
禮
多
伎

ウ

レ

タ

キ

加
母

カ

モ

我ワ
ガ

宇
麻
斯

ウ

マ

シ

母
刀
自
之
命
也

ハ

ハ

ト
ジ

ノ
ミ

コ

ト
ヤ

言コ
ト

爾
古
曽

ニ

コ

ソ

出
弖

イ

デ

テ

給
波
禰

タ

マ

ハ

ネ

御
心

ミ
コ
コ
ロ

波ハ

自
ミ
ズ
カ

良ラ

知シ

里リ

參
マ
イ
ラ

志
志

シ

シ

物モ
ノ

乎ヲ

其
乃

ソ

ノ

御

志

ミ
コ
コ
ロ
ザ
シ

波ハ

□
□
氣
禮

ケ

レ

杼
己

チ

ョ

キ

孝
雄

ヨ

シ

ヲ

必
カ
ナ
ラ
ズ

事コ
ト

竟オ
ヘ

奉マ
ツ

良ラ

武ム

露ツ
ユ

計
バ
カ
リ

毛モ

御
心

ミ
コ
コ
ロ

爾ニ

掛
氣
給
布

カ

ケ

タ

マ

フ

事コ
ト

奈
久

ナ

ク

心
コ
コ
ロ

安
久

ヤ

ス

ク

立タ
チ

出イ
デ

給タ
マ

邊
止

ヘ

ト

誄
詞

シ
ノ
ビ
ゴ
ト

乃ノ37

序
ハ
ジ
メ

爾ニ

言コ
ト

別ワ
キ

弖テ

誓ウ
ケ

比ヒ

奉マ
ツ

良
久
乎

ラ

ク

ヲ

高タ
カ

久ク

廣ヒ
ロ

久ク

聞キ
コ

食シ
メ

世セ

登ト

白マ
ヲ

須ス 

 

５ 

「
孝
雄
必
ず
事
を
竟お

え
奉
ら
む
」
に
み
る
孝
雄
の
誓
い 

孝
雄
は
誄
詞
の
最
後
に
、
母
へ
の
誓
い
を
述
べ
て
い
る
。
家
族
の
行
く
末
を
母

が
こ
れ
以
上
心
配
し
な
く
と
も
よ
い
、
必
ず
孝
雄
が
そ
れ
を
為
し
終
え
る
と
の
決

意
を
父
や
家
族
、
親
族
の
前
で
母
に
誓
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
誓
い
は
そ
の
後
も

破
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

三 

お
わ
り
に 

                                        

          

 
3
6 

さ
ま
（
状
況
） 

3
7 

は
じ
め
（
序
） 

 

以
上
、
孝
雄
が
母
ヒ
デ
の
逝
去
に
際
し
自
ら
が
葬
儀
の
斎
主
と
な
っ
て
奏
上
し

た
誄
詞
の
内
容
に
つ
い
て
、
孝
雄
の
日
記
、
関
係
書
籍
、
子
息
の
講
演
記
録
等
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
考
察
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
理
解
し
た
こ
と
が
二
点
あ

っ
た
。 

一
点
目
は
、
孝
雄
が
一
族
の
期
待
を
一
身
に
背
負
っ
て
学
問
に
励
み
、
十
人
の

兄
弟
姉
妹
を
経
済
的
に
支
え
て
き
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
で
あ
る
。
片
田
舎
で

唯
一
人
研
究
に
励
む
こ
と
は
相
当
に
苦
し
く
、
誰
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
孝
雄
は
そ
れ
を
実
行
し
、
そ
れ
相
応
の
地
位
（
当
時
は
文
部
省
国
語
調

査
委
員
会
補
助
委
員
）
を
得
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
上
級
資
格
の
取
得
、
研
究
費

や
転
勤
に
伴
う
支
出
の
捻
出
等
、
苦
し
い
中
で
も
親
許
に
仕
送
り
を
続
け
て
き
た

事
実
は
孝
雄
の
自
信
と
自
負
心
と
な
っ
て
、
一
族
の
前
で
の
誓
い
と
な
っ
た
こ
と

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

二
点
目
は
、
一
点
目
の
事
実
を
為
し
得
た
要
因
に
つ
い
て
で
あ
る
。
目
的
を
明

確
に
し
、
困
難
に
耐
え
て
日
々
努
力
す
る
孝
雄
の
気
質
は
、
幼
少
期
に
触
れ
た
神

道
、
元
士
族
で
あ
る
両
親
か
ら
の
影
響
、
国
学
、
漢
学
等
の
学
問
に
よ
っ
て
培
わ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
両
親
を
敬
い
、
肉
親
を
大
切
に
想
う
心
も
ま
た
そ

う
い
っ
た
環
境
で
育
ま
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
誄
詞
と
日
記
に
は
、
母
の
死

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
嘆
き
悲
し
む
姿
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
自
分
と

家
族
を
理
解
し
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
清
貧
で
あ
る
こ
と
、
裏
表
の
な
い
こ
と
、
努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な

い
こ
と
な
ど
を
、
身
を
持
っ
て
教
え
て
く
れ
た
母
へ
の
感
謝
で
あ
っ
た
。
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註 

                                        

          

 

１ 

『
旧
事
回
顧
録
』
一
九
六
三
年
、
山
田
方
雄
稿
・
孝
雄
揖
・
忠
雄
校
訂
八
十
三

頁
「
越
後
国
弥
彦
神
社
に
祢
宜
（
神
官
三
浦
恭
満
・
主
典
山
田
方
雄
）
と
し
て
在

勤
中
」
よ
り 

２ 

『
山
田
孝
雄
想
い
で
の
記
』
一
九
八
五
年
、
大
田
栄
太
郎
著
、
富
山
市
文
化
事

業
団
発
行
百
三
十
頁
「
山
田
孝
雄
年
譜
」
よ
り 

３  
 
 
 

〃 
 

二
十
一
頁
「
第
一
章 

蛍
雪
時
代
」
よ
り 

４  
 
 
 

〃 
 

二
十
一
頁
「
日
大
で
講
義
の
合
間
に
話
し
た
感
想
」
よ
り 

５  
 
 
 

〃 
 

二
十
二
頁 

６

『
山
田
孝
雄
の
立
志
時
代
』 

百
四
十
九
頁
、「
さ
て
も
母
君
は
我
が
出
処
進
退

に
関
す
る
重
大
な
事
件
に
あ
た
り
て
は
必
ず
一
言
の
も
と
に
正
鵠
を
さ
し
て
我
に

確
た
る
信
念
を
も
っ
て
事
に
あ
た
ら
し
め
賜
へ
る
も
の
を
。」
と
あ
る
。 

  
 

７  
 
 
 

〃 
 

第
一
章
「
蛍
雪
時
代
」
二
十
二
頁
「
小
学
校
授
業
生
の
道
」

よ
り 

 

８  
 
 
 

〃 
 

「
山
田
孝
雄
年
譜
」
よ
り
抜
粋 

９  
 
 
 

〃 
 
 

四
十
頁
「『
日
本
文
法
論
』・
二
十
六
年
目
の
博
士
号
」
よ

り １
０  

 
 
 

〃 
 
 

二
十
頁
資
料
「
中
学
一
年
就
業
時
の
成
績
」 

１
１ 

『
山
田
孝
雄
を
語
る
』
一
九
九
九
年
、
山
田
孝
雄
文
庫
開
設
記
念
講
演 
講

師 

山
田
俊
雄
。
二
〇
〇
〇
年
、
富
山
市
立
図
書
館
発
行
十
四
頁
よ
り 

１
２ 

『
山
田
孝
雄
想
い
で
の
記
』
一
九
八
五
年
、
大
田
栄
太
郎
著
、
六
十
六
頁
「
母

を
想
う
心
」
よ
り 

１
３ 

韓
詩
外
伝
「
樹
欲
静
而
風
不
止
、
子
欲
養
而
親
不
待
矣
」 

１
４ 

古
今
和
歌
集
（
九
〇
五
～
九
一
四
年
）
哀
傷
・
八
三
七
「
さ
き
だ
た
ぬ
く
い

の
や
ち
た
び
か
な
し
き
は
な
が
る
る
水
の
か
へ
り
こ
ぬ
也
（
藤
原
冬
嗣
） 
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